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一二八
Ｉ家所蔵の月岡雪鼎筆「十二ヶ月図屏風」
―
月岡雪鼎と工房制作をめぐる問題
―
伊 　藤 　　　香
一 　はじめに本図は一八世紀後半の大坂画壇で活動した人気風俗画家、月岡雪鼎に
よる新出の「十二ヶ月図屏風」 （六曲一双）で、季節の景物と貴人の男女を取り混ぜて描いた、押絵貼形式の王朝風俗図である（全体図Ａ〜Ｌ）
①。絹本に発色の良い顔料で丁寧に着彩されたこの屏風は保存が良く、
色調の鮮やかさを保っている。本紙の寸法は縦九〇・四〜九〇・六、横三六・〇〜三六・三センチメートル。各扇に「法眼月岡雪鼎」の署名と「清如玉壺冰」の朱文鼎印を有し、右隻第五扇、第六扇には「法眼月岡雪鼎作時年 十七」の款記があることから 本 が雪鼎六十七歳、すなわち晩年の筆になることが確 められる（図
14）②。なお、 「清如玉壺冰」
の遊印は法眼時代を通じて雪鼎が好んで用いた印章で、大坂の年中行事を描いた六十三歳 「大坂 二ヶ月風俗図屏風」 （大阪歴史博物館蔵） 、定家詠花鳥和歌絵を題材とする六十五歳の「月次花鳥風俗図屏風」 （ボストン美術館蔵）など、法眼期の代表作に使用 認められる
③。本図に捺
された鼎印は最上部に一部特徴的な欠損が生じてお 、行年を記した同時期の基準作品とそ 形状が共通することから、同印とみなし よ 。
 
月岡雪鼎は近江出身の画家で、 同郷の高田敬輔（一六七四
− 一七五五）
に画技を学んだ。濃艶で情趣に富む美人図で一家をなした雪鼎は、大坂画壇を代表する風俗画派の一派を形成し、その門下から蔀関月（一七四七
− 九七） 、墨江武禅（一七三四
− 一八〇六）らが輩出、また雪鼎没後
は嗣子雪斎（？
− 一八三九）が月岡派を継承し、雪鼎の画風をよく伝え
たことはよく知られている。
さて、六曲一双の縦長画面に各月の歳時と王朝人物を配する十二ヶ月
図のセットは、法眼期を通じ 描かれた定番画題のひとつである
④。同趣
向の作品に、滋賀県立琵琶湖文化館所蔵の「十二ヶ月図屏風」 （以下琵琶湖文化館本と称す）
⑤、 ボストン美術館所蔵の 「月次花鳥風俗図屏風」 （以
下ボストン本と称す）
⑥、二〇〇五年春に滋賀県立近代美術館で展観され
た「高田敬輔と小泉斐」展出品の「十二ヶ月図屏風」 （以下個人蔵本と称す）
⑦の三点が現在確認され、いずれも法眼落款と印章を有している。
したがって、本図はこれら王朝人物図の系譜に連なる新たな作例として加えられるわけであるが、同時に雪鼎と月岡派の工房制作を考える上で重要な問題を投げかけている 思われ、ここに紹介する。
二 　十二ヶ月図の画題十二ヶ月図の主題といえば、たとえば狩野探幽（一六〇二
− 七四）の
「定家詠十二ヵ月花鳥図帖」 （出光美術館蔵）や酒井抱一（一七六一
− 一
八二八）の「十二か月花鳥図」 （三の丸尚蔵館蔵）で知られるように、近世を通じて諸派の絵師によって描かれた人気画題で、とくに建保二年（一二一四）成立の「定家詠花鳥和歌絵 と嘉吉元年（一四四一）成立
一二九
の「畠山匠作亭詩歌」に想を得た歌絵が多く遺存する。この二つの題材は、 中世以降に中絶したものが寛永期（一六一〇
− 六〇）から元禄期（一
六六〇
− 一七二〇）にかけて宮廷を中心とした歌壇復興の気運のなかで、
元禄年間に数多く作られた
⑧。十二ヶ月図は、時代の変遷と流派の相違に
より多彩な展開をみせたが、近年の研究から、その制作背景と受容の様相が明らかに りつつある。各画派による十二ヶ月図 遺品から認められる特徴を述べると、狩野派や琳派の絵師による図は 人物を排し各月に詠われた景物のみを抽出して描く傾向がみられ 。対して、土佐派の作例では人物も共に描き、これに加えて歌意を意識した作画が大きな特色である。では、月岡派 十二ヶ月図はどうか。雪鼎と月岡派の門人による十二ヶ月図 、土佐光起 「十二ヵ月歌意図巻」 （二巻、東京国立博物館蔵）のように人物と景物は描き混ぜられ、季節の花鳥のみで構成したものはない。したがって、月岡派の十二ヶ月図は土佐 連なる混合的な様式といえ、本図も風俗画派らしく人事に関心が強い景物 の印象がつよい。
三 　作品の概要
︱
「十二ヶ月図屏風」の図様構成
︱
本図は各扇に一月から十二月までの季節の景物と人物を配し、鑑賞者
は画面を通覧することで一年をめぐる構成となっている。しか 、各図は季節の順に並んでおらず、また落款の位置から考えると 元来は現状とは異なる であった可能性 高い。そこで、右隻より順に各扇の主なモティーフを記し、可能な限り月の同定 試み ことにする。以下、
傍線部は歌に詠まれた景物であることを示す。〈右隻〉第一扇（一月）
…蕾を中心にまばらに花をつけた白
梅
が、大きく屈曲
しながら左上方へ枝を伸ばす。枝上の
鶯
が囀りを見せる初春の景。
若衆と稚児が語らい、稚児が下げ持つ籠にも鶯のすがた（図
1、Ａ
全図） 。
第二扇（二月）
…春霞のなか、貴人の女性が
桜
下の歌詠みをする（図
3、Ｂ全図） 。
第三扇（十一月）
…遠景の
杉
林に雌雄の
鹿
がおり、近景の貴人と童が
遠望する。連山の上空に日の出（図
5、Ｃ全図） 。
第四扇（四月）
…左方より伸びた
松
枝に
藤
が絡む。被衣姿の右側 女
性が左方へ指さし、語りかける（図
7、Ｄ全図） 。
第五扇（十二月）
…遠景の
松
に七羽の
鶴
。近景に貴人と従者と童 岩
場に亀の親子のいる海岸風景（図
9、Ｅ全図） 。
第六扇（六月）
…
竹
の根元に育った筍を貴人が童子に示している。後
方には鮮やかな
撫子
が群生する水辺の景（図
13、Ｆ全図） 。
〈左隻〉第一扇（七月）
…太湖石のある庭の水辺で、
禊
（はらえ）の行事をお
こなう貴人の一家（図
17、Ｇ全図） 。
第二扇（八月）
…貴女が鏡を手に水辺で佇む。宵闇に
名月
が浮かび、
月影が水面に映る。庭の子柴垣 ら覗く萩 花（図
19、Ｈ全図） 。
第三扇（五月）
…川辺で鮎の遊泳を眺め、 涼を愉しむふたりの女性（図
一三〇
21、Ｉ全図） 。
第四扇（九月）
…貴人の女性が
重陽菊
のしつらえを見る邸内の景（図
23、Ｊ全図） 。
第五扇（三月か）
…水際に茂る
柳
の傍らで、貴人が歌詠みをする景か。
遠景に望む社は春日大社か（図
25、Ｋ全図） 。
第六扇（十月）
…近景に
茅屋
と松。葦が茂る水際で、旅装束の女性二
人が連山を望む。志賀の山越えか（図
26、Ｌ全図） 。
 以上の図様は、十二ヶ月の月次行事と公家風俗を融合して構成した琵
琶湖文化館本とも、定家詠の歌題に公家風俗を取り合わせたボストン本とも異なる絵様構成である。九月は五節句の重陽菊がモティーフとして選ばれたが、菊は九月の歌題でもあるので、全ての画面は歌意絵の系譜に連なっている。十二ヶ 全ての歌題が本図と合致する月次屏風歌を見つけることはできなかったが、清流 鮎を描いた左隻第三扇を除く各扇が、月次絵に描かれた題、季語と一致し、かつ「畠山匠作亭詩歌」に詠われるモティーフを部分的に取り込んでいることが判明した。なお、 「畠山匠作亭詩歌」は四月、六月の画面にみえる。松の幹に藤が絡み花を咲かせる右隻第四扇は、下冷泉持爲 「たねとな 筆 すさひ 松のはをちらぬためしにかゝる藤浪」が（図
7、Ｄ全図） 、古竹の根元から若竹
の生いる図と撫子を描く右隻第六扇には、 道賢（細川右馬頭持賢） 「ことし生の竹も八千代のはしめにて行末契るまとのことの葉」と 一色左京太夫教親 「むすひしもみぬよの露の玉かつら面影のこすなてしこ花」の二首が詠まれた（図
13、 Ｆ全図） 。松に藤浪は三月の歌題であるが、
四月に詠われた屏風歌があることや、落款の位置から考慮して四月と同定した。また、若竹は五月、撫子は六月の歌題であるが、本図では同一画面上に描かれており、また落款の位置から考えて六月と同定した。右隻第四扇と第六扇において 季節がまたがることについては、 一画面に景物が取り合わされることにより、むしろ四季の移りゆくさまが詩情豊か 再現されたものと考えた 。
以上を吟味すると、本図は特定の屏風歌の歌意を描いたというより、
複数の屏風和歌から統合、あるいは創意を加えて描いた可能性が高い。そして興味深いのは、本屏風の絵様構成が冒頭に挙げた個人蔵本の「十二ヶ月図屏風」 （図
27）と密接な関係を示していることである。
四 　個人蔵本 「十二ヶ月図屏風」 の図様構成について 検討個人蔵本「十二ヶ月図屏風」もまた、絹本押絵貼 六曲一双屏風に描
かれた（図
27） 。法量は各縦九八・八、横三七・七センチメートル。各
扇に「法眼月岡雪鼎」の墨書と「姓源氏木田名昌信字大溪号雪鼎別号月岡自称信天翁」の朱文大円印を捺し、第一扇と最終扇 は「法眼月岡雪鼎作時年六十有五 款記がある。画号を連ねたこの円印は鼎印と同様、法眼落款と併用される法眼期の代表的な印章である。個人蔵本も錯簡生じ、季節の順に並んでいないため、図様を順に記 各月 同定を試みたい。なお混乱を避けるため、 本章では今回の調査作品を「Ｉ家所蔵本」と称する
一三一
〈右隻〉第一扇（一月か）
は後景に松林と鶴、前景に貴人・従者・童子を描く
構成はＩ家所蔵本と同じ。ただし、Ｉ家所蔵本に描かれない舟が岸に配される。また、Ｉ家所蔵本の近景に描かれた亀の親子はみられない。
第二扇（十月）
は水辺で二人の女性が遠望する構図はＩ家所蔵本と同
じだが、最近景の松と茅屋は省かれている。
第三扇（七月）
は貴人一家の祓。母とみえる女性の着衣文様以外すべ
て、Ｉ家所蔵本と同じ図様。
第四扇（四月）
は画面左方の松に藤が絡まる構図、被衣姿 ふたりの
女性の姿形は 。しかし、本図では松が霞で断ち切られるのに加えて、土坡と樹幹の描法も異なる。Ｉ家所蔵本は松樹の根元まで描いているが、本図では根元は描 れない。また、Ｉ家所蔵本は新緑の季節を示すように緑を基調とした賦彩で土坡を表わしている に対し、本図では水墨を多用した没骨法を用いて、淡白な色感に仕上げている。
第五扇（三月）
はⅠ家所蔵本とほぼ同構図の貴人の歌詠みの図。ただ
し、水辺に描かれる植物が柳ではなく何を表したものか判明せず、また水流はＩ家所蔵本と逆方向に流れている。
第六扇（八月）
は右手に鏡をもち、左手を髪にやる貴女の姿態から点
景描写にい るまで、Ｉ家所蔵本と同図様
〈左隻〉第一扇（十二月か）
はＩ家所蔵本の画面構成とは重ならないが、季節
を示す白梅がモティーフとして選ばれている点は両本ともに共通する。本図では官人の男女と稚児の三人が配され 。
第二扇（五月）
はＩ家所蔵本とほぼ同構図で、清流の鮎を眺め納涼を
愉しむ女性を描く。ただしＩ家所蔵本にみる、渓流と柴垣のある遠景描写は本図では省かれ、また振り返る様子で描かれる仕人の姿態に変容が認められる。
第三扇（二月）
はＩ家所蔵本の画面とほぼ重なる。ただし、弧を描き
湾曲した造形で表わすＩ家所蔵本の霞の表現とは異なり、本図は直線的な描線を重ねて霞を描いている。手前には 本の画面にない小柴垣が配される。
第四扇（六月）
はＩ家所蔵本と若干異なる構成。画 右に壮年の竹、
左に若竹が配され、根元 筍は かれない。また撫子を布置しない代わり 、近景と遠景に土坡を表している点もＩ家所蔵本と異なる。
第五扇（九月）
はモティーフの配置、人物のポーズともにＩ家所蔵本
の画面とぴったり一致する。
第六扇（十一月か）
はＩ家所蔵本に見られない図様で構成され、月の
同定についても難しい。
考察の結果、Ⅰ家所蔵本と個人蔵本の画面構成と素材選択には、個人
蔵本左隻第一扇と第四扇、第六扇を除き、ほぼ一致がみられた。若干の図様の改変が行われているものの、制作時期も 重なる両本の比較から導き出された、Ｉ家所蔵本の特徴をつぎに述べてみたい。
一三二
五 　Ｉ家所蔵本の表現様式についてＩ家所蔵本、右隻第一扇（一月）の場面に描かれた、人物の切れ味の
よい細い線描の相貌描写、着物の文様に神経を行き届かせた緻密で色鮮やかな着衣表現は、雪鼎の造形的特徴を示している（図
1、Ａ全図） 。
また、背景表現についても、横にジグザグにうねりつつ、斜め上方へ伸びる白梅の枝振りは、法橋期の「梅と桜二美人図」 （山口県立美術館蔵） 、法眼期の「美人観梅図」 （旧麻布美術工芸館蔵）や「十二ヶ月図屏風」 （滋賀県立琵琶湖文化館蔵）左隻第六扇の、粘りのある屈曲を見せる梅枝の形態感覚に通じる。
Ｉ家所蔵本の右隻第二扇（二月）は、桜と後方の水流に重なり合うよ
うに薄墨を刷いて春霞を表わす（図
3、Ｂ全図） 。通常、雪鼎画の背景
表現では霞も水流も画面構成上の道具としてはっきりとした役割を担い、モティーフ同士の連関は緊密である。しかし、本図では前景 桜 後景から中景に流れる水流は奇妙な遠近感が生まれている。第三扇も同様ことが指摘でき、杉木立 横断するように配した霞の表現により、近景中景遠景はなだらかに繋がらない（図
5、Ｃ全図） 。前景に立つ人物た
ちの背後で中景は抜け落ちて見え、後景の杉林と分断された印象がある。空間が画面上に立ち現れるよ な平板な画面構成は、中景を大胆に処理し、近景と遠景を結合して描く傾向のある 息子雪斎の描画様式に近 。個人蔵本の画面にみられる空間意識も概ねこれと共通しており、Ｉ家所蔵本以上に中景への意識が薄いといってよい。
Ｉ家所蔵本の右隻第五扇（十二月）の、下方へ傾く松の形態や薄い葉
叢で表わす描法上の諸特徴も、雪斎画の松の表現を想起させる（図
11、
Ｅ部分） 。風にそよぐように描かれる点も雪鼎画の松とは別種の趣がある。個人蔵本の松の表現もやはり、雪斎の様式的特徴を備えている。なお、葉叢の付け方が両本とも近いことから、同系統の粉本が制作に用いられたと考えられる。亀の親子が集う岩場は水分を多く含んだ筆であっさりと描かれ、濃墨と強い線描を効果的に用いて重厚に表わす雪鼎の岩の表現とは異なる（図
12、Ｅ部分） 。左隻第一扇の太湖石の描写も、こ
れと同様の性格を有している（図
18、Ｇ部分） 。また松、鶴、亀の組み
合わせについて述べると、個人蔵本は松鶴がモティーフ 選ば 、Ｉ家本はこれに亀が付加された（図
12、Ｅ部分） 。長春不老を祝う松、鶴は
ありふれた吉祥図様であるが、款記に従えばⅠ家本は個人蔵本を下に描かれたと推定される で、ここに齢萬年を生き 蓑 を加えることで、更に吉祥祝寿の主題に変容し といえる。
Ｉ家所蔵本の右隻第六扇（六月）の、貴人が童子に筍をさし示す絵様
構成について述べる （図
13、Ｆ全図、図
15、
16、Ｆ部分） 、個人蔵本
では壮年の竹と若竹を対照的に配し、筍は描か ない。また、貴人と童子の組み合わせではなく、貴人の男女が配される。し がって、今年生い出たばかりの若竹に自分たちの永遠の契りを託した歌の歌意をより忠実にうつしている は、 個人蔵本の方といえる。なお「畠山匠作亭詩歌」の歌絵 おいて、筍がモティーフとして選ばれる先行作品が現段階では見出されず、雪鼎の創意による図様か不明であり後考をまちたい。
本図を最も特色づけているのは、柔らかな線描と淡彩で形づくられた
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水流表現や、吉祥意のモティーフが王朝風俗の中に明快に取り合わされる点である。水景描写の画面は十面に及び、残る二面のうち、左隻第四扇のみ室内描写を近接拡大する。この水流表現の多い傾向 ついては、探幽以降の江戸狩野の影響として捉えられるが、琵琶湖文化本とＩ家所蔵本では、水流表現の性質が異なる点こそが重要である。端的に言って、Ｉ家所蔵本 中景を明確に描こうとす 意識が薄く、水流を布置することで画面全体を無理なくまとめようとしてい しかしこれに成功しておらず、空間意識は希薄である。淡い彩色を用 た、平明な筆致の風景表現が本屏風の様式的特徴といってよく、濃密な賦彩を効果的に用い謹直な筆遣いで緊密に空間を構成する雪鼎の表現様式とは隔たっている。したがって、画面に貼り付いたように見える樹木や点景の建物、か細い繊弱な輪郭線で形づくられる右隻第三 鹿（図
6、Ｃ部分） 、第五扇
の鶴（図
11、Ｅ部分）などの動物表現からは、粉本を消化しきれなかっ
たことが示される。なお、画中の人物描写については、たとえば右隻第二扇左側 女性の、横顔から手首へいたる 線（図
4、Ｂ部分） 、左隻
第二扇の女性の、左肘から手首にかけて デッサンがアンバランスで生硬な仕上がりとなっているものの（図
20、Ｈ部分） 、概ね細緻華麗な衣
裳美の雪鼎画に共通する力量が認められ 面貌も雪鼎画にみる艶冶な情を示している。けれども、童形で表す雪斎風の人物表現も部分的に認められ（図
24、Ｊ部分） 、作品の全体的な雰囲気としては、雪鼎美人の
もつ濃厚で情緒的な印象というより どちらかというと親和的で、淡白な雰囲気が画面をみたしている。このような画面 印象は雪斎の「十二ヶ月図屏風」 （関西大学図書館蔵）
⑨に通じる感覚に近い。
また、第三扇（十一月）の鹿、第五扇（十二月）の松鶴などの吉祥図
様について述べると（図
6、Ｃ部分、図
11、Ｅ部分） 、まず、鹿は鹿（ロ
ク）の音が禄の字と同音意義であることから、めでたい仙獣とされ双鹿図などの多くの画題があ 。松鶴についても特に変わっ 趣向とはいえないが、わかりやすい吉祥の表現は、雪鼎の十二ヶ月図においてこれまで見出され かった、新しい時代感覚として捉えられ、雪鼎と月岡派による十二ヶ月図の図 の展開を考え にあたっ 注目さ る。十二ヶ月図における、この 様の成立過程がどこまで遡れるのか判明し得なかったが、以後の作例として、冷泉家十六代当主為泰（一七三五
− 一八一六）
の八十賀を祝して描かれた文化十一年（一八一四） 「為泰卿八十賀月次屏風」 （絵師不詳）の十二 の画面に、雪景、日の出、松鶴のモティーフが見出された
⑩。あるいは雪鼎の画系を辿るならば、京狩野家の狩野永
納（一六三一
− 九七）の息子永敬（一六六二
− 一七〇二）の作品に「十
二ヶ月花鳥図屏風」 （東京国立博物館蔵）が遺存し、本図は漢画系の重厚な金碧花鳥画の大画面に定家詠花鳥図の主題を取り入れて構成した、異例の十 月図として注目される。
だが、吉祥意を多分に含んだ画面の性格から考えて、むしろ江戸中期
の南蘋派の影響に範囲を広げて解釈する必要があろう。中国 人 沈南蘋（生没年不詳）によって長崎にもたらされた花鳥画を はた 雪鼎が目にする機会が用意されていたと断定はできないが、全国的に普及した南蘋流の作品に間接的に触 可能性については、十分考えられるからである。伊藤若冲（一七一六
− 一八〇〇）や円山応挙（一七三三
− 九五）のように、南蘋流の様式を自らの画風 取り込み、新機軸を打
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ち出そうとする試みにまでは至らなかったにせよ、一つの方法として着目し、月岡派の十八番画題である王朝人物図への絵様の応用を思いついたのではないだろうか。大坂を代表する写生画派、森派の猿猴図や同画派の一鳳（一七九八
− 一八七一）による「藻刈図」 （
=
儲かる一方）が
人びとに喜ばれた事実が示しているように、近世大坂ではこうしたおめでたい画題を享受する土壌 あり、 うまでもなく南蘋派の画題 は、つねに祝意が込められていたからであ 。
以上、二つの十二ヶ月図を検討してきたが、Ｉ家所蔵本が先行する雪
鼎の十二ヶ月図を底本として制作されたこ は明らかである。加えて、二作品は同一系統の粉本を基に制作された可能性が高い。また 両本ともに落款に雪鼎の署名書体に共通する特徴が認められながら、数人の表現様式が入り混じる点でも、共通点 みせ る。本図の考察 ら推測されることは、同じ月岡派の十二ヶ月図であっ も、時代 移り変わりの中で好まれたモティーフや表現様式には微妙な差異と変化があったと想像されることである。雪鼎晩年の本 において、豊富な題材選択 モティーフ 大胆な取り合わせが積極的に試みられている事実から、雪鼎と月岡派が変わりゆく時代や鑑賞者 嗜好 対していか 対応しようとしたのか、風俗画派としての新たな戦略が垣間見られる点こそ、重要なのである。ともかく、雪鼎の王朝人物図への取り組みは一代で終わ ず継承され、雪斎は「十二ヶ月図屏風」 （関西大学図書館蔵） 遺し、雪洞もそのバリアント いえる「子の日図」 （個人蔵）を描いた である
⑪。
六 　本図の位置付けと意義
︱
むすびにかえて
︱
考察の結果、図様、モティーフの配置、用墨を始めとする技法等から、
本図が雪鼎の十二ヶ月図を踏まえた上で、新たな展開を見せていることが導き出された。すなわち、筍や鮎などが季節の景物として採用されという、素材選択の面白さが画面に斬新 印象を与えていることである（図
16、Ｆ部分、図
22、Ｉ部分） 。これに加えて、和歌に詠われた世界を
絵画的に理解しやすく表現しようとする態度が看て取れ、一般に知られる雪鼎の十二ヶ月図とは別種の趣がみられ 。月岡派の工房を維持するためには、注文 応じて種々の作風をこ す必要があったことはいうまでもなく、多様な図様の粉本のストックから好みに応じた画面形式と図様を選び、多彩な作画活動を展開したと推測される。雪鼎は個人様式を確立したのち 粉本の継承を通じて弟子と共同制作をおこない、多様描写や自由なモティーフを効果的に加えるこ で、鑑賞者に合わせた自由な表現を指向したといえるだろう。こう た方針のもとに、 「定家詠花鳥歌絵」や「畠山匠作亭詩歌」とは異なる十二ヶ月図を求める注文主の依頼に応じて、本図は制 されたと推定され 。モティーフ 間に余白とも言える空間を与えた背景描写は 歌意表現によっ 煩雑になりがちな画面を、題材を整理することによって明快に し と だと理解される。
つぎに、図様以外の造形特徴において複数の絵師の関与が認められる
点について検討したい よく知られているように、ミシガン大学図書館所蔵「抱一書状巻」には酒井抱一（一七六一
− 一八二八）から必庵に宛
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てた書状があり、そのうちに秋草図の代筆を依頼した一通がある。必庵の号は弟子の鈴木蠣潭（一七九二
− 一八一七）も鈴木其一（一七九六
−
一八五八）も使用したため、いずれを指すのか不明であるが、蠣潭没後其一が代筆を受け持つようになったと想像されることは諸氏により指摘されている
⑫。
酒井抱一の「十二か月花鳥図」は、文政九年（一八二三）の年記のあ
る三の丸尚蔵館本（旧御物本）を基準作とし、現在四点の作が知られる晩年の代表的なシリーズであるが、いずれも相似た構成・素材・類型的な署名を有することから、抱一作品における代 の問題が提起 ている
⑬。また、鈴木其一が下絵から完成までを僅か数日で仕上げている様子
が書状より窺えることから、横山九実子氏は抱一と同様、其一の中期以降の作品についても門人達の筆が混ざっている可能性に言及している
⑭。
大画面の屏風をはじめとする多くの注文を、限られた時間のなかで一
人の絵師のみで制作することは当然不可能で 多忙を極めたであろう当時の雪鼎の状況を推測すれば、月岡派においても共同制 の可能性は十分考えられる。おそらく、雪鼎没後も依然として王朝人物図の需要は多かったと思わ 、その際工房の弟子たちによる集団制作によって の供給が可能 なり、さらに雪鼎の画風は伝 られ浸透 いった。したがって、雪鼎の代表的な印章が捺され、落款の書体も雪鼎のものと酷似しているにも関わらず、描写や筆法にどこか違うところがあり、真筆断定することを躊躇させる作品 いくつかは 工房の弟子が制作に何らかのかたちで関与した結果 考えられる。
以上の仮説を補強するものとして、印章の使用について述べたい。す
なわち、雪鼎が制作の過程すべてに関わっていない場合でも、雪鼎が工房作品として認めた場合、雪鼎の印を捺すことがあったと予想される。本図の場合、人物の相貌描写は雪鼎の様式 近いが、背景については雪斎かあるいは弟子が手がけたと思われ、共同制作による工房作品とし位置づけた。というのも、雪鼎の屏風の基準作品と考えられる「大坂十二ヶ月風俗図屏風」 （大阪歴史博物館蔵）と「月次花鳥風俗図屏風」 （ボストン美術館蔵）には、本図に用いられる印章に加えてもう一印、代表的な朱文大円印が使われているからである。つまり、同じ雪鼎の印章を用いる場合でも、工房作品か自身の作品 か、そ 関与 度合いより、あ 程度印章の使い分けを行っていたと推測される。そして、注文者や鑑賞者もまた、制作の過程で雪鼎以外 筆が混入していたも、そうした作品を雪鼎画として大らかに受け入れ 楽しんで鑑賞したに違いない。 がって、こうした作品の中 も、雪鼎と月岡派 活動の全貌を解明する上で、重要な参考 なる資料が含まれていると思われ、今後も徹底的な調査が必要といえる。
蛇足ながら最後に、鮎のモティーフについて私見を述べたい（図
22、
Ｉ部分） 。十二ヶ月図の景物に鮎を描いた例を知らず、当時どれほど一般的な絵画主題であったか不明だが、このような絵様は雪鼎が視覚的新鮮さを意図し、自らの風俗画表現に適用したものと思われる
⑮。そして、
こうした表現の源泉には、実は師の高田敬輔の存在が推定されるのである。浮世絵師の雪鼎と仏画をてがけた敬輔は画域が重ならず、作品に直接的な影響を認めがたい するのが通説である。しかし た えば敬輔による「涅槃図」を例にとる 、通常描かれない鮎や沢蟹など 淡水生
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物が動物と共に釈迦の周りに配され、敬輔ならではの洒落た一幅に仕上げられている
⑯。つまり、遊戯心に富む図様のアレンジという観点からみ
ると、古典に則りつつ従来的な作画概念に縛られない制作態度は、確かに雪鼎に受け継がれたと言えるだろう。
Ｉ家所蔵「十二ヶ月図屏風」は親和的な季節感の表出をねらいとしな
がら、吉祥図案を織り交ぜるこ で、いかにも大坂好みを反映した十二ヶ月図といえ、雪鼎と月岡派工房ののちの活動展開をうかがわせる点でも重要な位置を占めている。（附記）本稿を すにあたり調査を許可下さった、所蔵者 伊藤義雄氏に記
して深謝の意を表わします。
註① 　雪鼎の事績は、田中達也「月岡雪鼎とその門葉」 、 『肉筆浮世絵
 第九巻
 
祐信雪鼎』 、集英社、昭和五七年（一九七七）に詳しい。
② 　通説とされてきた雪鼎の生没年と、仁和寺の寺務記録『御室御記』に記
された法橋申請時の年齢に齟齬があることが近年判明し、生没年について再検討の必要性が指摘された。山本ゆかり「月岡雪鼎・礒田湖龍斎等への僧位叙任について︱『御室御記』 関する報告︱」 、 『浮世絵芸術』一三二号、国際浮世絵学会、平成十一年（一九九九） 。同氏「月岡雪鼎試論︱古典をめぐる絵画制作の再検討︱」 、 『美術史』一五五号、美術史学会 平成十五年（二〇〇三） 、一五五
− 一五八頁。しかし、本図の制作年代は晩年
期の作品と捉えられ、大幅には動かない。
③ 　「大坂十二ヶ月図屏風」についての論考は高松良幸「月岡雪鼎の大坂十
二ヶ月風俗図屏風について」 、武田恒夫先生古稀記念会編『美術史の断面』 、清文堂出版、平成七年（一九九五） 。
④ 　拙稿「月岡雪鼎考︱画業と受容をめぐる一考察︱」 、 『美術史』一五九号、
美術史学会、平成十七年（二〇〇五） 、八〇
− 九四頁。
⑤ 　「月次絵
 十二ヶ月の風物詩」 、滋賀県立近代美術館、平成七年（一九九
五） 、 「季節を祝う
 京の五節句
 新春・雛祭・端午・七夕・重陽」 、京都文
化博物館 平成十二年（ 〇〇〇）に出品された。
 
⑥ 　『ボストン美術館肉筆浮世絵
 第二巻』 、講談社、平成十二年（二〇〇〇）
に紹介されている。
⑦ 　「十二ヶ月図屏風」 （個人蔵）は「高田敬輔と小泉斐」 、滋賀県立近代美
術館、平成十七年（二〇〇五）に出品された。
⑧ 　西本周子 尾形光琳筆十二か月歌意 屏風について上、下」 、 『国華』一
〇〇六、一〇〇七号、昭和五 年（一九七七） 下原美保「元禄期 おける定家詠月次花鳥歌絵についての考察︱光起本、探幽本、具慶本を中心とした比較︱」 『美術史』一四六号、美術史学会 平成十一年（一九九九） 、遠藤楽子「山本素軒筆十二ヶ月花鳥図屏風の制作事情︱サンフランシスコ・アジア美術館 における近衛家煕の役割︱」 『ミュージアム』五九七号、東京国立博物館、平成十七年（二〇〇五）
 、多田羅多起子「狩野永納
筆〈十二ヶ月歌意図屏風について︱画域の拡大による新規需要への対応〉 」 、『美学』二二五号、美学会、平成十八年（二〇〇六）等の先行研究を参照した。また、近年展観され 企画展とし 以下のものを参考にした。 「月次絵
 十二ヶ月の風物詩」 （滋賀県立近代美術館、平成七年） 、 「季節を祝う
 
京の五節句
 新春・雛祭・端午・七夕・重陽」 （京都文化博物館、平成十二
年） 、 「特別展
 行事絵
 四季の彩り」 （和泉市久保惣記念美術館、 平成十四年） 、
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「近世京都の狩野派展」 （京都文化博物館、平成十六年） 、 「高田敬輔と小泉斐」 （滋賀県立近代美術館、平成十七年）
⑨ 　拙稿「月岡雪斎に関する一考察︱関西大学図書館所蔵の「十二ヶ月図屏
風」をめぐって︱」 、 『哲学』第二二号、関西大学、平成十五年（二〇〇三） 、一九五
− 二二八頁
⑩
 「月次絵
 十二ヶ月の風物詩」 （滋賀県立近代美術館、平成七年）に所収。
⑪ 　註
4拙稿。
⑫ 　河野元昭「鈴木其一の画業」 、 『国華』一六一七号、昭和五七年（一九八
三） 、一一頁、などの論考を参照した。
⑬ 　玉蟲敏子『都市のなかの絵
 酒井抱一の絵事とその遺響』 、ブリュッケ、
平成十六年（二〇〇四）
⑭ 　横山九実子「鈴木其一考︱伝記及び造形上の諸問題」 、 『美術史』一三
六号、平成六年（一九九四） 、二〇一頁。
⑮ 　月次絵の景物としての鮎のモティーフは、 「洛中洛外図 （歴博本、上杉
本）の「鮎とり」が想起される。しかし、本図では王朝風俗図の画面に鮎の遊泳を織り交ぜたところに、図様の新味がうかがわれる。なお、本稿では鮎を三月から六月の景物と考え 画中女性の着衣文様が菖蒲であることから（図
22、Ｉ部分） 、五月の画面と同定した。
⑯ 　高田敬輔「涅槃図」は註
7「高田敬輔と小泉斐」展（滋賀県立近代美術
館、平成十七年）において展観された。
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